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第
１
回
講
座
に
は
、
網
野

房
子
文
学
部
准
教
授
（
文
化

人
類
学
）
が
登
壇
。「
現
代
韓

国
社
会
に
生
き
る
巫
女
―
そ

の
実
像
を
求
め
て
―
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。
目
覚
ま
し

い
経
済
発
展
を
遂
げ
る
韓
国

で
、
今
な
お
強
く
存
在
す
る

ふ

ぞ
く

宗
教
文
化
・
巫
俗
の
担
い
手

と
し
て
、
死
者
儀
礼
や
呪
術

儀
式
を
司
る
巫
女（
み
こ
・
韓

国
の
一
般
的
呼
称
∥
ム
ー
ダ

ン
）
に
焦
点
を
当
て
た
。
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、

ノ

ム

ヒ
ョ
ン

盧
武
鉉
元
大
統
領
の
国
民
葬

後
、
故
郷
・
金
海
市
で
巫
俗

儀
礼
が
行
わ
れ
た
。

網
野
准
教
授
は
２０
年
ほ
ど

チ
ン

ド

前
、
韓
国
全
羅
南
道
の
珍
島

で
、
一
人
の
老
婦
人
「
金
巫

女
」
と
出
会
い
、
同
地
域
の

死
者
儀
礼
「
シ
ッ
キ
ム
ク

ッ
」
を
体
験
す
る
。
「
喜
怒

哀
楽
を
、
音
楽
と
言
葉
、
舞

い
で
表
現
。
そ
の
姿
は
死
の

悔
し
さ
、
悲
し
さ
を
押
し
流

す
よ
う
。
号
泣
に
近
い
感
動

を
覚
え
た
」。
以
来
、「
金
巫

女
」
、
そ
し
て
神
と
人
を
つ

な
ぎ
祈
禱
す
る
巫
者
を
追
う

こ
と
に
な
る
。

「
シ
ッ
キ
ム
ク
ッ
」
は
、

音
曲
が
朝
鮮
半
島
の
伝
統
音

楽
・
パ
ン
ソ
リ
の
源
流
と
さ

れ
、
韓
国
の
国
家
指
定
無
形

文
化
財
。
網
野
准
教
授
は
、

「
巫
女
は
死
に
面
し
た
人
々

の
心
や
思
い
を
、
音
楽
や
言

葉
の
形
に
創
造
す
る
作
曲
者

で
あ
り
、
宗
教
芸
能
民
で
あ

る
」
と
し
た
。

し
か
し
巫
女
は
、
過
酷
な

現
実
に
直
面
す
る
被
差
別
民

だ
っ
た
。
巫
俗
は
朝
鮮
王
朝

い
ん

し

時
代
は
「
迷
信
」
「
淫

邪

教
」
と
し
て
弾
圧
さ
れ
、
結

婚
、
職
業
で
差
別
を
受
け
、

今
も
日
常
的
な
差
別
が
続
い

て
い
る
。
素
晴
ら
し
い
宗
教

芸
能
民
だ
っ
た
「
金
巫
女
」

も
例
外
で
は
な
い
。

「
金
巫
女
」
は
２
０
１
１

年
に
亡
く
な
っ
た
。
今
夏
、

珍
島
の
村
を
訪
ね
、
彼
女
の

生
前
の
新
た
な
苦
し
み
を
知

っ
た
。
同
時
に
「
彼
女
の
儀

礼
で
泣
か
な
い
人
は
い
な
か

っ
た
」
「
私
た
ち
が
彼
女
に

与
え
た
差
別
は
、
意
味
が
な

か
っ
た
」
と
い
う
村
人
の
話

を
聞
き
出
し
た
。

「
『
金
巫
女
』
は
貧
し
さ

や
差
別
の
中
で
芸
を
磨
い

た
。
そ
の
姿
が
、
差
別
の
無

意
味
さ
を
村
人
に
教
え
た
の

で
は
な
い
か
」
―
―
網
野
准

教
授
は
そ
う
語
る
。

そ
し
て
「
巫
女
へ
の
差
別

ペ
ク
チ
ョ
ン

の
発
生
や
、

白
丁
な
ど
の

ほ
か
の
被
差
別
民
と
の
比
較

な
ど
、
さ
ら
に
調
査
を
続
け

た
い
」
と
結
ん
だ
。

第
６
回
講
座
で
掉
尾
を
飾

っ
た
荒
木
敏
夫
文
学
部
教
授

（
日
本
古
代
史
）
は
近
年
の

考
古
学
上
の
発
見
を
交
え
、

２
度
帝
位
に
就
い
た
斉
明
女

帝
（
５
９
４
～
６
６
１
年
）

の
実
像
を
解
説
し
た
。
同
女

い
っ
し

帝
は
「
乙
巳
の
変
」
（
大
化

の
改
新
）
の
首
謀
者
、
中
大

兄
皇
子
の
母
。
夫
の
舒
明
天

皇
没
後
、
皇
極
天
皇
と
し
て

即
位
し
た
が
、
乙
巳
の
変
を

機
に
弟
の
孝
徳
天
皇
に
譲

位
。
そ
の
孝
徳
天
皇
の
死
去

に
よ
っ
て
１０
年
後
に
斉
明
天

ち
ょ
う
そ

皇
と
し
て
重
祚
（
再
度
即

位
）
し
た
。

譲
位
、
重
祚
と
も
実
行
し

た
の
は
同
女
帝
が
初
め
て
。

「
終
身
在
位
が
常
だ
っ
た
日

本
の
王
政
の
歴
史
を
変
え
た

人
物
。
７
、
８
世
紀
２
０
０

年
の
う
ち
半
分
近
く
は
彼
女

を
含
む
６
人
８
代
の
女
帝
が

統
治
し
て
お
り
、
古
代
の
女

帝
は
飾
り
物
で
は
な
い
」

同
女
帝
を
め
ぐ
っ
て
は

「
中
大
兄
皇
子
の
即
位
を
企

図
し
て
の
中
継
ぎ
」
と
の
通

説
が
有
力
だ
。
荒
木
教
授
は

同
女
帝
終
焉
の
地
が
筑
紫

（
北
九
州
）だ
っ
た
こ
と
を
挙

げ
「
戦
争
の
最
高
指
揮
官
と

し
て（
百
済
へ
の
）最
前
線
に

鎮
座
し
た
。
親
征
を
行
っ
た

稀
有
な
大
王
で
あ
り
、
性
別

に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
る
と
真
の

姿
を
見
誤
る
」
と
強
調
し
た
。

日
本
書
紀
で
は
、
同
女
帝

は
常
軌
を
逸
し
た
土
木
工
事

で
民
を
苦
し
め
た
鬼
神
の
よ

う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
２

０
０
０
年
頃
か
ら
奈
良
・
明

日
香
村
で
の
発
掘
調
査
で
符

合
す
る
遺
構
や
遺
跡
の
発
見

が
続
き
、
彼
女
が
造
営
し
た

日
本
古
代
の
「
文
明
開
化
」

の
都
の
姿
が
浮
か
び
上
が
り

つ
つ
あ
る
と
い
う
。

「
外
国
の
使
節
の
往
来
を

意
識
し
た
迎
賓
館
な
ど
の
施

設
は
、
国
際
関
係
進
展
を
伴

っ
た
『
王
都
』
造
営
の
ひ
と

つ
。だ
が
、民
衆
の
理
解
の
域

を
超
え
て
い
た
。
日
本
書
紀

の
記
述
に
は
、
斉
明
女
帝
の

威
信
に
対
す
る
理
解
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
表
れ
て
い
る
」
と
荒

木
教
授
。
講
演
の
後
半
は
同

女
帝
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ

を
発
掘
さ
れ
た
遺
構
や
出
土

品
の
ス
ラ
イ
ド
で
な
ぞ
り
、

会
場
の
歴
史
フ
ァ
ン
を
古
代

の
飛
鳥
に
い
ざ
な
っ
た
。

１２
回
目
を
迎
え
た
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座

「
歴
史
を
紐
と
く
」
（
専
修
大

学
・
川
崎
市
教
育
委
員
会
連
携

事
業
）
は
１０
月
１２
日
、
１９
日
と

１１
月
３０
日
の
３
日
間
、
行
わ
れ

た
。
幅
広
い
研
究
分
野
の
文
学

部
の
教
員
が
講
演
す
る
こ
の
公

開
講
座
は
、
毎
回
２
０
０
人
前

後
が
参
加
す
る
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
造
ら
れ
た
『
偶
像
／
虚

像
』
と
そ
の
時
代
」
。
古
今
東

西
の
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
に
生
き

た
女
性
に
光
を
当
て
た
６
講
座

が
行
わ
れ
、
延
べ
１
３
１
４
人

が
聴
講
し
た
。

矢
野
学
長
と
懇
談

１１
月
２５
日
、
専
修
大
学
社

会
科
学
研
究
所
と
国
際
交
流

組
織
間
協
定
を
結
ん
で
い
る

ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
東
北

ア
ジ
ア
研
究
所
か
ら
チ
ャ
ン

・
ク
ア
ン
・
ミ
ン
所
長
が
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
来
訪
し

た
。
ミ
ン
所
長
と
同
研
究
所

日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
ゴ

・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
氏
、
同
総

務
室
長
の
ダ
ン
・
テ
ィ
・
ト

ェ
ッ
ト
・
ズ
ン
氏
、
お
よ
び

現
在
、
専
修
大
学
に
客
員
研

究
員
と
し
て
滞
在
し
て
い
る

ハ
・
テ
ィ
・
ラ
ン
・
フ
ィ
ー

氏
を
加
え
た
４
人
が
矢
野
建

一
学
長
と
懇
談
し
、
友
好
関

係
を
深
め
た
。
社
会
科
学
研

究
所
か
ら
村
上
俊
介
所
長

（
経
済
学
部
教
授
）
、
大
矢

根
淳
事
務
局
長
（
人
間
科
学

部
教
授
）
嶋
根
克
己
運
営
委

員
（
同
）
の
３
人
が
同
席
し

た
。会

場
を
変
え
、
ミ
ン
所
長

の
報
告
に
よ
る
「
ベ
ト
ナ
ム

経
済
の
現
状
」
に
つ
い
て
の

研
究
会
が
開
か
れ
、
所
員
の

ほ
か
に
研
究
参
与
、
さ
ら
に

は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
留
学
生

も
出
席
し
た
。

関
東
大
震
災
の
被
災
者
救

援
に
尽
く
し
た
吉
野
作
造
、

賀
川
豊
彦
、
末
弘
厳
太
郎
、

穂
積
重
遠
の
思
想
と
活
動
を

取
り
上
げ
た
社
会
科
学
研
究

所
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
関
東

大
震
災
９０
周
年

大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
―
も
う
一
つ
の
可

能
性
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
現
代
の
理
論

・
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
共
催
）

が
１１
月
２
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
∥
写
真
。

「
４
人
が
行
っ
た
支
援
事

業
は
東
日
本
大
震
災
後
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
も
関
連

す
る
。
彼
ら
の
思
想
や
活
動

が
ど
う
つ
な
が
り
、
そ
の
後

の
社
会
主
義
運
動
に
受
け
継

が
れ
る
可
能
性
は
あ
っ
た
の

か
論
じ
た
い
」
と
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ

運
営
委
員
の
古
川
純
名
誉
教

授
が
趣
旨
を
説
明
。
吉
野
作

造
記
念
館
（
宮
城
・
大
崎
市
）

の
大
川
真
副
館
長
と
、
賀
川

が
創
立
し
た
日
本
基
督
教
団

東
駒
形
教
会（
墨
田
区
）の
戒

能
信
生
牧
師
が
講
演
し
た
。

大
川
氏
は
、
吉
野
の
民
本

主
義
と
彼
が
目
指
し
た
民
衆

の
政
治
参
加
に
つ
い
て
解

説
。
戒
能
氏
は
吉
野
、賀
川
、

末
弘
が
同
じ
墨
田
区
（
当
時

は
本
所
区
）
内
で
密
接
に
連

絡
を
取
り
な
が
ら
活
動
を
展

開
し
た
事
実
を
紹
介
し
た

後
、
日
本
初
の
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
を
設
立
し
た
片
山
潜
が
や

が
て
労
働
運
動
に
進
み
、
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
活
動
か
ら
手
を

引
い
た
こ
と
を
挙
げ
「
初
期

の
社
会
主
義
者
は
キ
リ
ス
ト

教
を
媒
介
に
社
会
主
義
に
目

覚
め
た
が
、
地
域
の
社
会
事

業
を
通
じ
て
生
活
の
改
善
に

取
り
組
む
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活

動
を
重
視
し
な
か
っ
た
」
と

説
明
し
た
。
ま
た
、
賀
川
と

末
弘
が
関
わ
っ
た
清
浦
内
閣

へ
の
答
申
を
取
り
上
げ
「
困

窮
す
る
被
災
者
の
立
場
に
立

っ
た
指
摘
や
提
案
を
し
て
い

る
」
と
評
価
。
「
東
日
本
大

震
災
後
の
政
治
状
況
を
念
頭

に
置
く
と
考
え
さ
せ
ら
れ

る
」
と
述
べ
た
。

最
後
に
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
と
し
て
内
藤
光
博
法
学
部

教
授
が
登
壇
。
法
学
者
と
し

て
の
末
弘
と
穂
積
に
つ
い
て

「
社
会
の
問
題
点
を
掘
り
起

こ
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
理

論
を
組
み
立
て
る
社
会
法
学

を
築
い
た
」
と
語
っ
た
。

１１
人
合
格

２
０
１
３
年
の
公
認
会
計

士
試
験
合
格
者
が
１１
月
１５

日
、
金
融
庁
の
公
認
会
計
士

・
監
査
審
査
会
か
ら
発
表
さ

れ
た
。
本
学
か
ら
は
３
年
次

生
２
人
、
４
次
生
３
人
、
卒

業
生
６
人
の
計
１１
人
が
合
格

し
た
（
１２
月
６
日
現
在
判
明

分
）。合
格
者
の
う
ち
９
人
は

本
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
が
開
講
す
る
会
計
士

講
座
の
受
講
生
だ
っ
た
。

※
合
格
者
の
詳
報
は
次
号
の

「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」
に
掲
載

し
ま
す
。
ま
た
、
合
格
者
情

報
を
お
持
ち
の
方
は
、
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
事

務
課
（
神
田
☎
０
３
・
３
２

６
５
・
６
２
０
８
、
生
田
☎

０
４
４
・
９
１
１
・
１
２
６

８
）
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

社
会
知

性
開
発
研

究
セ
ン
タ

ー
／
心
理

科
学
研
究

セ
ン
タ
ー

主
催
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
生
理

心
理
学
の

フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
」
が

１１

月

１０

日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催

さ
れ
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、
基
礎
心
理
学
領
域

の
中
で
も
生
理
心
理
学
分
野

の
研
究
に
焦
点
を
当
て
た
。

基
調
講
演
に
は
、
東
京
大
学

大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科

の
立
花
政
夫
教
授
を
招
き
、

上
智
大
学
総
合
人
間
科
学
部

の
岡
田
隆
教
授
、
日
本
医
科

大
学
薬
理
学
の
小
林
克
典
准

教
授
に
よ
る
講
演
に
続
き
、

心
理
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研

究
員
で
あ
る
石
金
浩
史
人
間

科
学
部
准
教
授
に
よ
る
研
究

報
告
が
行
わ
れ
た
。

立
花
教
授
の
基
調
講
演
∥

写
真
∥
で
は
、
網
膜
に
お
け

る
情
報
処
理
に
つ
い
て
、
そ

の
神
経
基
盤
に
関
す
る
研
究

手
法
お
よ
び
最
新
の
研
究
成

果
が
紹
介
さ
れ
た
。
網
膜
神

経
節
細
胞
の
受
容
野
構
造
に

始
ま
り
、
運
動
予
測
や
細
胞

間
の
機
能
的
結
合
な
ど
に
至

る
ま
で
、
幅
広
い
内
容
。

岡
田
教
授
は
、
松
果
体
ホ

ル
モ
ン
で
あ
る
メ
ラ
ト
ニ
ン

が
記
憶
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
、
ラ
ッ
ト
を
用
い
た
学

習
お
よ
び
海
馬
シ
ナ
プ
ス
に

お
け
る
長
期
増
強
を
検
討
し

た
研
究
成
果
を
紹
介
し
た
。

こ
の
研
究
は
、
心
理
科
学
研

究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
で
あ
る

澤
幸
祐
人
間
科
学
部
准
教
授

と
の
共
同
研
究
。
小
林
准
教

授
は
、
マ
ウ
ス
を
用
い
た
学

習
お
よ
び
海
馬
歯
状
回
顆
粒

細
胞
の
成
熟
度
を
調
べ
、
抗

う
つ
薬
の
作
用
機
序
に
海
馬

神
経
の
脱
成
熟
が
関
与
す
る

可
能
性
を
示
唆
す
る
研
究
成

果
を
紹
介
し
た
。

石
金
准
教
授
の
研
究
報
告

で
は
、
下
等
脊
椎
動
物
の
視

覚
誘
発
性
行
動
と
網
膜
神
経

節
細
胞
の
活
動
と
の
関
連
を

基
に
、
視
覚
像
が
ニ
ュ
ー
ロ

ン
群
に
よ
り
符
号
化
さ
れ
る

様
式
に
関
す
る
最
新
の
研
究

成
果
が
紹
介
さ
れ
た
。

講
演
は
最
先
端
の
研
究
成

果
の
紹
介
を
通
し
て
、
「
視

覚
」
「
記
憶
」
「
抗
う
つ
作

用
」
と
い
っ
た
身
近
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
脳
と
心
と
の

連
続
性
の
解
明
に
貢
献
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
は
学
生
、
大
学
院
生
、

研
究
者
な
ど
が
参
加
。
多
く

の
質
疑
応
答
が
あ
り
、
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

（
心
理
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

平
井
宜
雄
氏
（
ひ
ら
い
・

よ
し
お
）
名
誉
教
授

１１
月
２６
日
、
７６
歳
で
死

去
。
２
０
０
１
年
か
ら
在

職
。
２
０
１
１
年
定
年
退

職
。
専
修
大
学
法
科
大
学
院

の
初
代
院
長
を
務
め
た
。
専

門
は
民
法
。

「
造
ら
れ
た
『
偶
像
／
虚
像
』
と
そ
の
時
代
」

譲
位
と
二
度
の
即
位

王
政
の
歴
史
変
え
た
女
帝
の
素
顔

公開講座

「歴史を紐とく」

荒
木
教
授

▲ 会場を埋めた聴講者を前に講演する荒木教授

重
い
現
実
背
負
っ
て
き
た

韓
国
・
巫
女
の
実
像
に
迫
る

生理心理学のフロンティア

脳と心の連続性の解明へ

網
野
准
教
授

シンポ
ジウム

「
関
東
大
震
災
９０
周
年

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
｜
も
う
一
つ
の
可
能
性
」

ミン所長ら来学

吉野作造 賀川豊彦吉野作造 賀川豊彦

末弘厳太郎 穂積重遠末弘厳太郎 穂積重遠

ベトナム社会科学院

東北アジア研究所

公
認
会
計
士

▲

左
か
ら
フ
ィ
ー
、
ズ
ン
、

ラ
ン
の
各
氏
、
ミ
ン
所

長
、
矢
野
学
長
、
村
上
、

大
矢
根
、
嶋
根
の
各
教
授

訃

報
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